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スロープからプール用車いすで
入れます。壁面にマットを設置
したコースがあり、視覚に障害
のある方も使用できます。

施設は障害の有無に関わらず、どなたでも利用できます

中学・高校で陸上部に入っていました。もっと記
録を伸ばしたくなり、障害があっても陸上ができ
る施設を探していました。知人に健康福祉プラザ
を教えてもらい、すぐに練習会に参加しました。

障害者スポーツ障害者スポーツ で生まれるつながり

練習会や大会で陸上仲間と一緒に
走れるのが楽しい

所長からのワンポイントアドバイススポーツセンターを利用しよう！ チャレンジできるスポーツ種目大会出場も夢じゃない！

温水プール（25ｍ×5コース）

個人利用と団体利用ができま
す。車いすスポーツの利用もで
き、競技用車いすの貸し出しも
あります。

体育室（バスケットボール1面分）

筋力マシン・有酸素マシン・車い
す対応マシンを設置。初回はト
レーニング講習会（要予約）の
受講が必要です。

トレーニング室

最初はとても緊張しました。でも、同世代の方や
専門知識を持つパラスポーツ指導員の方のサ
ポートがあり「ここなら続けられる」と思いまし
た。楽しく走れたことを今もよく覚えています。

「陸上の練習会や仕事がない日にトレーニング室を利用しています。筋力、有酸素運動な
ど本格的なマシンがそろっていて操作方法も簡単です。スタッフの方が常駐しているの
で安心して通えます。」（増戸さん）

■ジュニア体操（知的・身体）★1

■ジュニアスイム（知的・身体）★1

■エンジョイスイム（知的・身体）★2

■リラックスヨガ★2

■ふうせんバレーボール★2　ほか
★1：小・中学生（小学1～3年生は保護者同伴）
★2：15歳以上の方

“楽しい”を分かち合える仲間と、
笑顔でスポーツを

生後すぐ小児がんが発覚。両下肢麻
痺（まひ）により車いす生活となる
が、健康福祉プラザの社会福祉士と
して勤務しながら、車いすバスケット
ボール選手（SAKAIsuns／伊丹スー
パーフェニックス所属）・クライマー・
講演家として活動。

小学6年生の時の事故で右半身麻痺
（まひ）に。高校生から陸上の練習会
に参加。現在は100m走、走り幅跳
びの選手として活躍中。
2025年の全国障害者
スポーツ大会では走り
幅跳びで金メダルに輝く。

大内さんが所属する「SAKAIsuns」の仲間と。「一人でも
多くの人が夢中になれるものと出会い、笑顔になれるよ
う力を尽くしたいです。」（大内さん）

増戸拓未さん
Takumi
Masuto

さまざまな練習会やス
ポーツ教室などに参加
できます。個別に運動
相談なども実施してい
ますので、気軽にお越
しください。

陸上を始めたきっかけは？Q 練習会に参加したときの気持ちは？Q

同じ陸上を楽しむ仲間やパラスポーツ指導員の
方と出会えたことです。速く走るためにフォーム
の改善などをアドバイスしてくれました。走ってい
るときは爽快でストレス解消にもなります。これ
からも自己記録の更新をめざします。

私がスポーツで活躍することが、支えてくださっ
ている皆さんへの一番の恩返しになると実感し
ています。陸上での記録更新はもちろんですが、
カヌーやアーチェリーといった未経験の競技に
も挑戦していきたいです。

練習会に参加して
うれしかったことは？Q

中学生の時、車いすバスケチームの練習に参加
したのがきっかけです。当時は一番苦手な習い
事でしたが、たまたま大会中にシュートが入っ
た経験がモチベーションとなり、今もずっと続け
ています。

こどもの頃は周囲の目ばかりを気にしていまし
たが、「もっとうまくなりたい」という思いから、自
分自身に向き合えるようになりました。運動は
“運を動かす”もの。車いすバスケを続けてきたこ
とで、多くの貴重な出会いがありました。

車いすバスケを始めたきっかけは？Q 車いすバスケを始めてからの
変化は？Q

「SAKAIsuns」を立ち上げたことです。障害の有
無や世代を問わず、仲間と楽しい時間を過ごせ
る“居場所”が作れたと自負しています。仲間の
笑顔を見るたび、このチームを作って本当に良
かったと思います。

車いすバスケを続けて
良かったことは？Q

今後の目標を教えてくださいQ

車いすバスケは障害があってもなくてもできるス
ポーツだと認知されるよう、今の活動を続けたい
です。他にもチャレンジしたいことがたくさんあ
ります。もしも「自分はここまでや」と思っている
人がいたら、その少し先にたどり着くためのきっ
かけを作りたいです。

今後の目標を教えてくださいQ
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　スポーツセンター　（☎275-5029　FAX243-4545）
　　　健康福祉プラザ（堺区旭ヶ丘中町4丁3-1）
※利用初回のみ登録手続きが必要。障害のある方は個人利用料が免除
になります。障害者手帳など証明できるものを持参してください。

健康福祉プラザスポーツセンターでは陸上、車いすバスケ、

水泳など、さまざまな障害者スポーツにチャレンジできます。

「やってみたい」を原動力に、楽しみや大切な仲間と出会えた

2人に、スポーツの魅力を聞きました。

■陸上（中学生以上）
■水泳（中学生以上）
■アーチェリー（中学生以上）
■フライングディスク（小学4年生以上）
■ボッチャ（小学4年生以上。障害のない

方も参加可能）

障害別・年齢別のスポーツ教室
事前
申し込み
が必要

■アクアビクス
■らくらく水中ウォーキング
■やさしいストレッチポール（※）
■すっきり体操（※）
■かんたんエアロ（※）
※はトレーニング講習会受講済みの方

16歳以上の方

バラエティープログラム
事前
申し込み
不要

障害者スポーツ競技の練習会
事前
申し込み
が必要

大内秀之さん
Hideyuki
Ouchi

スポーツ指導員が個別に指導してくれる「はじめてプログラム」
もあります（予約制・1回30分。障害のある方は無料）

対象
対象

写真提供：（有）日彰スポーツ通信

場所

詳しくは▼

https://www.sakai-kfp.info/index.cgi

